
10

「
沖
縄
10
・
10
大
空
襲
」
後
、
第
9
師
団
が
沖
縄
か
ら
転
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
32
軍
司
令
部
は
そ
れ
ま
で

の
海
岸
部
で
敵
を
攻
撃
す
る
「
水
際
作
戦
」
を
変
更
し
、
敵
を
上
陸
さ
せ
一
日
で
も
長
く
戦
う
「
戦
略
持
久
作

戦
＝
地
上
戦
」
に
大
転
換
し
た
。
そ
の
後
軍
は
、
地
形
を
利
用
し
た
陣
地
の
構
築
に
全
力
を
挙
げ
、
最
も
大
き

な
築
城
が
、
首
里
城
地
下
深
く
掘
削
し
て
作
ら
れ
た
第
32
軍
地
下
司
令
部
壕ご

う

で
あ
っ
た
。
１
９
４
４
年
12
月
か

ら
司
令
部
壕
構
築
が
始
ま
り
、
古
式
ゆ
か
し
い
首
里
の
た
た
ず
ま
い
は
み
る
み
る
う
ち
に
変
化
を
遂
げ
、
大
勢

の
軍
人
が
行
き
か
う
軍
都
に
様
変
わ
り
し
た
。

と
こ
ろ
で
戦
前
の
首
里
は
森
の
都
と
い
わ
れ
、
亜
熱
帯
植
物
が
街
並
み
を
覆
い
、
野
鳥
が
さ
え
ず
る
の
ど
か

な
旧
都
で
あ
っ
た
。
１
９
４
０
年
１
月
、
三
度
目
の
沖
縄
を
訪
問
し
た
美
術
評
論
家
の
柳や

な
ぎ

宗む
ね

悦よ
し

は
、
暗
い
世

相
の
中
で
異
彩
を
放
つ
沖
縄
文
化
に
触
れ
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　「
屋
根
、
そ
の
赤
瓦
と
漆し

つ

喰く
い

の
白
、（
中
略
）
遠
く
に
開
け
る
広
々
と
し
た
海
原
、
そ
の
碧へ
き

緑り
よ
くの
色
（
中
略
）。

た
と
い
衰
え
た
り
と
は
い
え
ど
も
、
首
里
は
ま
た
と
な
い
首
里
で
あ
る
。（
中
略
）
首
里
ほ
ど
人
文
と
自
然
と

に
よ
き
調
和
を
示
し
、
独
自
の
風
格
に
統
一
さ
れ
た
都
市
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
か＊

１

」 

首
里
の
高
台
か
ら
眼
下
の
首
里
や
那
覇
の
街
を
見
下
ろ
す
と
、
空
の
青
、
家
並
み
の
赤
や
白
、
さ
ら
に
青
緑

プ
ロ
ロ
ー
グ　

首
里
城
と
沖
縄
戦

軍
都
と
な
っ
た
首
里

首
里
城
が
米
軍
の
目
に
留
ま
っ
た
の
は
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
10
月
10
日
の
沖
縄
大
空
襲
の
日
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
も
米
軍
は
、
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
空
中
写
真
撮
影
を
行
な
い
日
本
軍
の
軍
備
状
況
を
偵
察
し
て

い
た
が
、
雲
に
よ
り
撮
影
が
難
航
し
た
。
米
軍
偵
察
行
動
は
、
主
に
戦
備
の
情
報
収
集
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日

の
大
空
襲
は
、
偵
察
を
か
ね
た
民
間
人
居
住
地
区
へ
の
無
差
別
爆
撃
で
あ
っ
た
。
南
西
諸
島
一
帯
の
大
空
襲
は
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
軍
の
作
戦
計
画
に
一
大
転
機
を
も
た
ら
す
引
き
金
と
な
っ
た
。

こ
の
日
、
米
軍
情
報
部
隊
は
、
空
襲
の
合
間
を
ぬ
っ
て
沖
縄
全
域
に
わ
た
る
空
撮
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
米

軍
は
、
空
中
写
真
を
詳
細
に
分
析
し
全
島
の
軍
事
施
設
の
割
り
出
し
を
行
な
っ
た
。
分
析
の
結
果
、
首
里
は
重

要
な
軍
事
施
設
が
多
数
あ
る
軍
事
要
塞
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
首
里
地
区
は
、
一
躍
米
軍
の

「
攻
撃
目
標
地
点　

首
里　

第
17
」
に
組
み
込
ま
れ
、
古
都
首
里
は
軍
事
要
塞
地
と
し
て
あ
つ
か
い
が
変
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
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「
沖
縄
10
・
10
大
空
襲
」
後
、
第
9
師
団
が
沖
縄
か
ら
転
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
32
軍
司
令
部
は
そ
れ
ま
で

の
海
岸
部
で
敵
を
攻
撃
す
る
「
水
際
作
戦
」
を
変
更
し
、
敵
を
上
陸
さ
せ
一
日
で
も
長
く
戦
う
「
戦
略
持
久
作

戦
＝
地
上
戦
」
に
大
転
換
し
た
。
そ
の
後
軍
は
、
地
形
を
利
用
し
た
陣
地
の
構
築
に
全
力
を
挙
げ
、
最
も
大
き

な
築
城
が
、
首
里
城
地
下
深
く
掘
削
し
て
作
ら
れ
た
第
32
軍
地
下
司
令
部
壕ご

う

で
あ
っ
た
。
１
９
４
４
年
12
月
か

ら
司
令
部
壕
構
築
が
始
ま
り
、
古
式
ゆ
か
し
い
首
里
の
た
た
ず
ま
い
は
み
る
み
る
う
ち
に
変
化
を
遂
げ
、
大
勢

の
軍
人
が
行
き
か
う
軍
都
に
様
変
わ
り
し
た
。

と
こ
ろ
で
戦
前
の
首
里
は
森
の
都
と
い
わ
れ
、
亜
熱
帯
植
物
が
街
並
み
を
覆
い
、
野
鳥
が
さ
え
ず
る
の
ど
か

な
旧
都
で
あ
っ
た
。
１
９
４
０
年
１
月
、
三
度
目
の
沖
縄
を
訪
問
し
た
美
術
評
論
家
の
柳や

な
ぎ

宗む
ね

悦よ
し

は
、
暗
い
世

相
の
中
で
異
彩
を
放
つ
沖
縄
文
化
に
触
れ
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　「
屋
根
、
そ
の
赤
瓦
と
漆し

つ

喰く
い

の
白
、（
中
略
）
遠
く
に
開
け
る
広
々
と
し
た
海
原
、
そ
の
碧へ
き

緑り
よ
くの
色
（
中
略
）。

た
と
い
衰
え
た
り
と
は
い
え
ど
も
、
首
里
は
ま
た
と
な
い
首
里
で
あ
る
。（
中
略
）
首
里
ほ
ど
人
文
と
自
然
と

に
よ
き
調
和
を
示
し
、
独
自
の
風
格
に
統
一
さ
れ
た
都
市
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
か＊

１

」 

首
里
の
高
台
か
ら
眼
下
の
首
里
や
那
覇
の
街
を
見
下
ろ
す
と
、
空
の
青
、
家
並
み
の
赤
や
白
、
さ
ら
に
青
緑

プ
ロ
ロ
ー
グ　

首
里
城
と
沖
縄
戦

軍
都
と
な
っ
た
首
里

首
里
城
が
米
軍
の
目
に
留
ま
っ
た
の
は
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
10
月
10
日
の
沖
縄
大
空
襲
の
日
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
も
米
軍
は
、
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
空
中
写
真
撮
影
を
行
な
い
日
本
軍
の
軍
備
状
況
を
偵
察
し
て

い
た
が
、
雲
に
よ
り
撮
影
が
難
航
し
た
。
米
軍
偵
察
行
動
は
、
主
に
戦
備
の
情
報
収
集
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日

の
大
空
襲
は
、
偵
察
を
か
ね
た
民
間
人
居
住
地
区
へ
の
無
差
別
爆
撃
で
あ
っ
た
。
南
西
諸
島
一
帯
の
大
空
襲
は
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
軍
の
作
戦
計
画
に
一
大
転
機
を
も
た
ら
す
引
き
金
と
な
っ
た
。

こ
の
日
、
米
軍
情
報
部
隊
は
、
空
襲
の
合
間
を
ぬ
っ
て
沖
縄
全
域
に
わ
た
る
空
撮
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
米

軍
は
、
空
中
写
真
を
詳
細
に
分
析
し
全
島
の
軍
事
施
設
の
割
り
出
し
を
行
な
っ
た
。
分
析
の
結
果
、
首
里
は
重

要
な
軍
事
施
設
が
多
数
あ
る
軍
事
要
塞
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
首
里
地
区
は
、
一
躍
米
軍
の

「
攻
撃
目
標
地
点　

首
里　

第
17
」
に
組
み
込
ま
れ
、
古
都
首
里
は
軍
事
要
塞
地
と
し
て
あ
つ
か
い
が
変
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
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色
の
海
原
が
見
事
に
連
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
の
海
は
、
い
つ
も
変
わ
ら
ず
青
み

が
か
っ
た
緑
色
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
街
並
み
や
景
観
が
、
標
高
１
５
８
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
丘
の
上
に
立
つ

首
里
城
と
、
総
延
長
１
キ
ロ
に
及
ぶ
石
積
み
の
外
壁
か
ら
眺
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
さ
ら
に
柳
は
、
詩
人
は
首

里
に
立
ち
美
観
を
歌
え
、
画
家
は
力
強
く
筆
を
と
り
、
壮
大
な
眺
め
を
描
け
と
叫
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
戦
争
は
首
里
を
大
き
く
変
え
た
。

沖
縄
戦
と
洞
窟
陣
地
と
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
洞
窟
陣
地
と
は
、
敵
の
空
襲
や
艦
砲
射

撃
を
避
け
る
た
め
、
地
下
に
掘
ら
れ
た
壕
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
場
の
日
本
軍
陣
地
は
、
坑
道
と
呼
ば
れ
る
ト
ン

ネ
ル
で
結
ば
れ
、
精
巧
な
ア
リ
の
巣
穴
の
よ
う
に
造
作
さ
れ
た
。

米
軍
の
沖
縄
上
陸
は
１
９
４
５
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
で
間
違
い
な
い
と
判
断
し
た
第
32
軍
司
令
部
は
、

米
軍
の
大
型
爆
弾
に
も
耐
え
ら
れ
る
司
令
部
壕
構
築
を
計
画
し
、
琉り

ゆ
う

球き
ゆ
う

王
国
時
代
に
築
か
れ
た
首
里
城
の
地

下
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
軍
事
的
地
政
学
か
ら
首
里
城
地
下
は
司
令
部
に
最
適
だ
と
さ
れ
、
か
く
し
て
１
９

４
５
年
３
月
末
、
約
４
カ
月
間
の
突
貫
工
事
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
地
下
30
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

は
直
線
に
し
て
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、
総
延
長
は
１
キ
ロ
、
司
令
部
中
枢
機
能
は
首
里
城
本
殿
近
く
に
置
か
れ

た
。
さ
ら
に
堅
固
な
壕
の
内
外
に
は
、
千
人
規
模
の
通
信
隊
員
が
配
置
さ
れ
、
無
線
や
電
話
、
伝
令
で
司
令
部

壕
を
支
え
た
。

沖
縄
戦
を
指
揮
す
る
長ち
よ
う

勇い
さ
む

参
謀
長
は
、
こ
こ
を
「
天あ
ま

の
巌い
わ

戸と

戦
闘
司
令
所
」
と
命
名
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
長
参
謀
長
は
、『
日
本
書
紀
』
に
出
て
く
る
洞
窟
神
話
と
地
下
司
令
部
壕
と
を
結
び
つ
け
、
こ
の
壕
が
神
宿

る
神
々
し
い
陣
地
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
命
名
し
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
首
里
攻
略
に
当
た
っ
た
米
第
10
軍
司
令
官
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将
は
、
そ
の
複
雑
で
堅
固
な
構
造
を
評
し

て
こ
こ
を
「
迷
宮
（labyrinth

）」
と
呼
ん
だ
。

１
９
４
５
年
４
月
１
日
、
沖
縄
本
島
で
捕
虜
第
１
号
と
な
っ
た
朝
鮮
半
島
出
身
者
で
東
京
大
学
卒
の
戦
場
離

脱
者
は
、
日
本
軍
司
令
部
が
首
里
城
地
下
に
あ
る
こ
と
を
暴
露
し
た
。
４
月
18
日
、
米
海
兵
隊
航
空
隊
の
「
ガ

ラ
ガ
ラ
蛇
」
軍
団
が
、
焼し

よ
う夷い

弾だ
ん

・
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
首
里
城
を
攻
め
た
が
、
目
標
と
し
た
城
の
炎
上
・
崩
落
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
砲
爆
撃
が
繰
り
返
さ
れ
、
４
月
29
日
の
天
長
節
ま
で
に
首
里
城
の
建
築
物
は
つ
い

に
焼
失
し
た
。

し
か
し
、
地
下
司
令
部
壕
だ
け
は
い
ま
だ
健
在
だ
っ
た
。

５
月
12
日
の
米
軍
の
参
謀
会
議
の
席
上
、
日
本
軍
は
沖
縄
の
ど
こ
で
戦
闘
を
終
え
る
つ
も
り
な
の
か
が
話
し

合
わ
れ
た
。
一
人
の
参
謀
は
、
日
本
軍
の
南
部
撤
退
の
可
能
性
を
述
べ
た
が
、
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将
は
、
日
本
軍
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色
の
海
原
が
見
事
に
連
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
沖
縄
の
海
は
、
い
つ
も
変
わ
ら
ず
青
み

が
か
っ
た
緑
色
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
街
並
み
や
景
観
が
、
標
高
１
５
８
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
丘
の
上
に
立
つ

首
里
城
と
、
総
延
長
１
キ
ロ
に
及
ぶ
石
積
み
の
外
壁
か
ら
眺
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
さ
ら
に
柳
は
、
詩
人
は
首

里
に
立
ち
美
観
を
歌
え
、
画
家
は
力
強
く
筆
を
と
り
、
壮
大
な
眺
め
を
描
け
と
叫
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
戦
争
は
首
里
を
大
き
く
変
え
た
。

沖
縄
戦
と
洞
窟
陣
地
と
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
洞
窟
陣
地
と
は
、
敵
の
空
襲
や
艦
砲
射

撃
を
避
け
る
た
め
、
地
下
に
掘
ら
れ
た
壕
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
場
の
日
本
軍
陣
地
は
、
坑
道
と
呼
ば
れ
る
ト
ン

ネ
ル
で
結
ば
れ
、
精
巧
な
ア
リ
の
巣
穴
の
よ
う
に
造
作
さ
れ
た
。

米
軍
の
沖
縄
上
陸
は
１
９
４
５
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
で
間
違
い
な
い
と
判
断
し
た
第
32
軍
司
令
部
は
、

米
軍
の
大
型
爆
弾
に
も
耐
え
ら
れ
る
司
令
部
壕
構
築
を
計
画
し
、
琉り

ゆ
う

球き
ゆ
う

王
国
時
代
に
築
か
れ
た
首
里
城
の
地

下
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
軍
事
的
地
政
学
か
ら
首
里
城
地
下
は
司
令
部
に
最
適
だ
と
さ
れ
、
か
く
し
て
１
９

４
５
年
３
月
末
、
約
４
カ
月
間
の
突
貫
工
事
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
地
下
30
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

は
直
線
に
し
て
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、
総
延
長
は
１
キ
ロ
、
司
令
部
中
枢
機
能
は
首
里
城
本
殿
近
く
に
置
か
れ

た
。
さ
ら
に
堅
固
な
壕
の
内
外
に
は
、
千
人
規
模
の
通
信
隊
員
が
配
置
さ
れ
、
無
線
や
電
話
、
伝
令
で
司
令
部

壕
を
支
え
た
。

沖
縄
戦
を
指
揮
す
る
長ち

よ
う

勇い
さ
む

参
謀
長
は
、
こ
こ
を
「
天あ
ま

の
巌い
わ

戸と

戦
闘
司
令
所
」
と
命
名
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
長
参
謀
長
は
、『
日
本
書
紀
』
に
出
て
く
る
洞
窟
神
話
と
地
下
司
令
部
壕
と
を
結
び
つ
け
、
こ
の
壕
が
神
宿

る
神
々
し
い
陣
地
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
命
名
し
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
首
里
攻
略
に
当
た
っ
た
米
第
10
軍
司
令
官
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将
は
、
そ
の
複
雑
で
堅
固
な
構
造
を
評
し

て
こ
こ
を
「
迷
宮
（labyrinth

）」
と
呼
ん
だ
。

１
９
４
５
年
４
月
１
日
、
沖
縄
本
島
で
捕
虜
第
１
号
と
な
っ
た
朝
鮮
半
島
出
身
者
で
東
京
帝
国
大
学
卒
の
戦

場
離
脱
者
は
、
日
本
軍
司
令
部
が
首
里
城
地
下
に
あ
る
こ
と
を
暴
露
し
た
。
４
月
18
日
、
米
海
兵
隊
航
空
隊
の

「
ガ
ラ
ガ
ラ
蛇
」
軍
団
が
、
焼し

よ
う夷い

弾だ
ん

・
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
首
里
城
を
攻
め
た
が
、
目
標
と
し
た
城
の
炎
上
・
崩
落

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
砲
爆
撃
が
繰
り
返
さ
れ
、
４
月
29
日
の
天
長
節
ま
で
に
首
里
城
の
建
築
物
は

つ
い
に
焼
失
し
た
。

し
か
し
、
地
下
司
令
部
壕
だ
け
は
い
ま
だ
健
在
だ
っ
た
。

５
月
12
日
の
米
軍
の
参
謀
会
議
の
席
上
、
日
本
軍
は
沖
縄
の
ど
こ
で
戦
闘
を
終
え
る
つ
も
り
な
の
か
が
話
し

合
わ
れ
た
。
一
人
の
参
謀
は
、
日
本
軍
の
南
部
撤
退
の
可
能
性
を
述
べ
た
が
、
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将
は
、
日
本
軍
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は
今
も
地
下
要
塞
に
し
が
み
つ
い
て
お
り
、
こ
こ
で
最
後
を
迎
え
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

米
軍
が
攻
め
あ
ぐ
ね
た
第
32
軍
司
令
部
壕

５
月
半
ば
か
ら
米
軍
は
、
第
32
軍
司
令
部
壕
の
占
拠
を
目
指
し
、
首
里
を
包
囲
す
る
作
戦
に
出
た
。
し
か
し

米
陸
軍
２
個
師
団
は
、
豪
雨
と
日
本
軍
の
攻
撃
に
よ
り
首
里
の
手
前
数
キ
ロ
で
立
ち
往
生
し
、
作
戦
は
行
き
詰

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
第
１
海
兵
師
団
も
、
首
里
に
至
る
高
地
や
丘
陵
斜
面
で
日
本
軍
と
接
近
戦
を
展
開
す
る
も
、

攻
撃
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。

第
10
軍
の
苦
戦
を
聞
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
は
、
５
月
20
日
、
沖
縄
に
作
戦
参
謀
を

送
り
、
特
別
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将
に
伝
え
さ
せ
た
。
そ
こ
で
は
、「
頑
張
ろ
う
！　

戦
況
が
い
か

に
困
難
で
あ
ろ
う
と
も
弱
音
を
は
く
な＊

２

」
と
激
励
し
た
。

豪
雨
と
泥で

い

濘ね
い

で
苦
し
め
ら
れ
た
米
軍
は
、
日
本
軍
と
の
近
接
戦
闘
で
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
や
が
て

米
兵
の
多
く
に
、
首
里
は
占
領
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
信
感
も
芽
生
え
て
き
た
さ
中
、
突
如
と
し
て
第
32
軍

司
令
部
が
南
部
に
撤
退
し
た
と
の
情
報
が
伝
わ
っ
た
。
日
本
軍
は
、
豪
雨
を
つ
き
5
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け

て
首
里
か
ら
撤
退
を
開
始
し
た
。
第
１
海
兵
師
団
が
首
里
高
地
に
突
入
し
た
の
は
、
5
月
29
日
の
早
朝
で
あ
っ

た
。
し
か
し
一
部
の
日
本
軍
が
首
里
に
留と

ど

ま
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
占
拠
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将

は
、
米
軍
の
首
里
城
到
着
は
2
日
遅
か
っ
た
と
悔
し
さ
を
隠
し
き
れ
な
か
っ
た
。

地
下
司
令
部
壕
の
破
壊
作
戦

5
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
米
軍
は
、
第
32
軍
地
下
司
令
部
壕
を
押
し
つ
ぶ
そ
う
と
戦
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
を

繰
り
出
し
首
里
城じ

よ
う

砦さ
い

の
破
壊
作
戦
を
行
な
っ
た
。
戦
艦
か
ら
３
０
５
ミ
リ
超
大
型
砲
弾
が
発
射
さ
れ
、
城
壁

部
分
は
完
璧
に
破
壊
さ
れ
た
。
首
里
城
は
土
台
か
ら
消
え
て
な
く
な
っ
た
が
、
首
里
撤
退
ま
で
の
約
２
カ
月
間
、

地
下
司
令
部
壕
に
は
、
１
０
０
０
人
以
上
の
将
兵
が
立
て
こ
も
り
、
米
軍
に
対
し
憎
悪
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
。

艦
砲
射
撃
の
砲
弾
は
、
地
鳴
り
を
響
か
せ
、
ト
ン
ネ
ル
の
壁
は
崩
れ
、
大
地
震
の
よ
う
に
内
部
は
揺
れ
、
濁
流

が
流
れ
込
ん
だ
。
第
32
軍
航
空
参
謀
の
神じ

ん

直な
お

道み
ち

中
佐
は
、
大
本
営
へ
の
連
絡
要
員
と
し
て
５
月
30
日
ご
ろ
に
沖

縄
を
脱
出
し
た
が
、
地
下
司
令
部
壕
内
は
人
々
の
肌
と
肌
と
が
触
れ
合
い
、
熱
気
や
吐
息
で
近
く
す
ら
か
す
ん

で
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
将
兵
ら
は
、
壕
内
に
へ
ば
り
つ
き
、
艦
砲
射
撃
や
空
爆
に
耐
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
な
お
も
抵
抗
を
続
け
る
日
本
軍
に
業
を
煮
や
し
た
ブ
ル
ー
ス
将
軍
は
、
５
月
28
日
の
参
謀
会

議
で
、
抵
抗
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
地
下
壕
を
焼
き
払
う
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
投
入
に
よ
る
地
下
司
令
部
壕
の
完

全
消
滅
作
戦
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
残
虐
極
ま
る
焼
却
作
戦
は
、
硫い

黄お
う

島と
う

で
実
践
済
み
で
あ
っ
た
。
ガ
ソ
リ

ン
投
入
作
戦
は
、
取
り
や
め
に
な
っ
た
が
、
６
月
１
日
、
地
下
司
令
部
壕
は
完
全
に
米
軍
に
制
圧
さ
れ
た
。
首
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は
今
も
地
下
要
塞
に
し
が
み
つ
い
て
お
り
、
こ
こ
で
最
後
を
迎
え
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

米
軍
が
攻
め
あ
ぐ
ね
た
第
32
軍
司
令
部
壕

５
月
半
ば
か
ら
米
軍
は
、
第
32
軍
司
令
部
壕
の
占
拠
を
目
指
し
、
首
里
を
包
囲
す
る
作
戦
に
出
た
。
し
か
し

米
陸
軍
２
個
師
団
は
、
豪
雨
と
日
本
軍
の
攻
撃
に
よ
り
首
里
の
手
前
数
キ
ロ
で
立
ち
往
生
し
、
作
戦
は
行
き
詰

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
第
１
海
兵
師
団
も
、
首
里
に
至
る
高
地
や
丘
陵
斜
面
で
日
本
軍
と
接
近
戦
を
展
開
す
る
も
、

攻
撃
が
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。

第
10
軍
の
苦
戦
を
聞
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
は
、
５
月
20
日
、
沖
縄
に
作
戦
参
謀
を

送
り
、
特
別
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将
に
伝
え
さ
せ
た
。
そ
こ
で
は
、「
頑
張
ろ
う
！　

戦
況
が
い
か

に
困
難
で
あ
ろ
う
と
も
弱
音
を
は
く
な＊

２

」
と
激
励
し
た
。

豪
雨
と
泥で

い

濘ね
い

で
苦
し
め
ら
れ
た
米
軍
は
、
日
本
軍
と
の
近
接
戦
闘
で
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
や
が
て

米
兵
の
多
く
に
、
首
里
は
占
領
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
信
感
も
芽
生
え
て
き
た
さ
中
、
突
如
と
し
て
第
32
軍

司
令
部
が
南
部
に
撤
退
し
た
と
の
情
報
が
伝
わ
っ
た
。
日
本
軍
は
、
豪
雨
を
つ
き
5
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け

て
首
里
か
ら
撤
退
を
開
始
し
た
。
第
１
海
兵
師
団
が
首
里
高
地
に
突
入
し
た
の
は
、
5
月
29
日
の
早
朝
で
あ
っ

た
。
し
か
し
一
部
の
日
本
軍
が
首
里
に
留と
ど

ま
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
は
占
拠
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ー
中
将

は
、
米
軍
の
首
里
城
到
着
は
2
日
遅
か
っ
た
と
悔
し
さ
を
隠
し
き
れ
な
か
っ
た
。

地
下
司
令
部
壕
の
破
壊
作
戦

5
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
米
軍
は
、
第
32
軍
地
下
司
令
部
壕
を
押
し
つ
ぶ
そ
う
と
戦
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
を

繰
り
出
し
首
里
城じ

よ
う

砦さ
い

の
破
壊
作
戦
を
行
な
っ
た
。
戦
艦
か
ら
３
０
５
ミ
リ
超
大
型
砲
弾
が
発
射
さ
れ
、
城
壁

部
分
は
完
璧
に
破
壊
さ
れ
た
。
首
里
城
は
土
台
か
ら
消
え
て
な
く
な
っ
た
が
、
首
里
撤
退
ま
で
の
約
２
カ
月
間
、

地
下
司
令
部
壕
に
は
、
１
０
０
０
人
以
上
の
将
兵
が
立
て
こ
も
り
、
米
軍
に
対
し
憎
悪
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
。

艦
砲
射
撃
の
砲
弾
は
、
地
鳴
り
を
響
か
せ
、
ト
ン
ネ
ル
の
壁
は
崩
れ
、
大
地
震
の
よ
う
に
内
部
は
揺
れ
、
濁
流

が
流
れ
込
ん
だ
。
第
32
軍
航
空
参
謀
の
神じ

ん

直な
お

道み
ち

中
佐
は
、
大
本
営
へ
の
連
絡
要
員
と
し
て
５
月
30
日
ご
ろ
に
沖

縄
を
脱
出
し
た
が
、
地
下
司
令
部
壕
内
は
人
々
の
肌
と
肌
と
が
触
れ
合
い
、
熱
気
や
吐
息
で
近
く
す
ら
か
す
ん

で
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
将
兵
ら
は
、
壕
内
に
へ
ば
り
つ
き
、
艦
砲
射
撃
や
空
爆
に
耐
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
な
お
も
抵
抗
を
続
け
る
日
本
軍
に
業
を
煮
や
し
た
ブ
ル
ー
ス
将
軍
は
、
５
月
28
日
の
参
謀
会

議
で
、
抵
抗
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
地
下
壕
を
焼
き
払
う
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
投
入
に
よ
る
地
下
司
令
部
壕
の
完

全
消
滅
作
戦
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
残
虐
極
ま
る
焼
却
作
戦
は
、
硫い

黄お
う

島と
う

で
実
践
済
み
で
あ
っ
た
。
ガ
ソ
リ

ン
投
入
作
戦
は
、
取
り
や
め
に
な
っ
た
が
、
６
月
１
日
、
地
下
司
令
部
壕
は
完
全
に
米
軍
に
制
圧
さ
れ
た
。
首
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里
城
は
残
骸
と
化
し
、
首
里
一
帯
は
腐
敗
し
た
死
体
が
悪
臭
を
放
ち
、
米
軍
全
軍
に
立
ち
入
り
禁
止
措
置
が
と

ら
れ
た
。

艦
砲
射
撃
で
退
路
を
断
つ

第
32
軍
地
下
司
令
部
壕
の
破
壊
作
戦
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
、
陸
上
部
隊
よ
り
は
、
戦
艦
、
駆
逐
艦
な
ど
の

艦
砲
射
撃
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、「
戦
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
圧
倒
的
火
砲
が
、
首
里
城
を
瓦が

礫れ
き

化
さ
せ
た＊
３

」 

と

戦
果
が
称た

た

え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
地
下
司
令
部
壕
や
首
里
一
帯
の
陣
地
を
脱
出
し
た
兵
士
ら
に
、
追
撃
を
加
え
た
の
が
戦
艦
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
な
ど
で
あ
る
。
偵
察
機
の
連
絡
を
受
け
、
５
月
26
日
、
戦
艦
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
3
隻
は
、
南
部
へ
の
退
却

路
や
橋
を
目
掛
け
集
中
砲
撃
を
加
え
た
。
偵
察
機
か
ら
は
、
民
間
服
を
着
た
大
勢
の
日
本
兵
が
路
上
に
倒
れ
て

い
る
と
連
絡
が
入
っ
た
。
首
里
城
を
攻
め
る
第
１
海
兵
師
団
司
令
部
も
、
26
日
と
そ
の
翌
日
、
同
艦
に
感
謝
電

を
伝
え
て
い
る
。

「
今
日
（
27
日
）
の
午
後
の
迅
速
な
砲
撃
に
喜
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
お
か
げ
で
ニ
ッ
プ
ス
（
日
本
兵
）
野

郎
は
、（
民
間
人
に
化
け
）
着
物
姿
で
路
上
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
て
い
る＊
４

」

米
軍
が
見
た
の
は
、
艦
砲
射
撃
に
や
ら
れ
、
道
端
に
四
散
す
る
多
く
の
老
幼
婦
女
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

首
里
の
安
全
な
場
所
か
ら
戦
争
を
指
導
し
た
者
た
ち
は
、
今
度
は
追
わ
れ
る
身
と
な
り
南
部
へ
と
敗
走
し
た
。

人
が
人
で
な
く
な
っ
た
の
が
沖
縄
戦
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
の
日
本
軍
の
人
命
軽
視
主
義
、
米
軍
の
人

命
破
壊
主
義
の
戦
い
は
戦
争
で
し
か
示
し
得
な
い
人
間
の
仕
業
で
あ
っ
た
。

首
里
城
地
下
司
令
部
壕
の
実
体
解
明
を

首
里
城
を
陥
落
さ
せ
た
米
軍
は
た
だ
ち
に
壕
内
に
入
り
、
地
下
司
令
部
壕
を
調
査
し
た
。
そ
こ
に
は
焼
却
が

間
に
合
わ
ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
日
本
軍
情
報
書
類
が
山
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
た
。
重
要
記
録
類
は
、
た
だ
ち
に

米
本
国
に
送
付
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
情
報
担
当
者
は
、
部
内
で
号
外
を
出
し
て
狂
喜
し
た
。
あ
ま
り
に
も
精

巧
な
壕
の
構
造
に
驚
い
た
米
国
の
軍
事
史
研
究
家
は
、
自
給
自
足
の
仕
組
み
を
備
え
た
地
下
司
令
部
壕
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
塹
壕
シ
ス
テ
ム
を
越
え
て
い
る
と
評
価
し
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
生
活
空
間
は
、
軍
艦
の
居
住
区

と
全
く
同
じ
だ
と
述
べ
て
い
る＊

５

。

そ
し
て
戦
後
。

長
年
の
準
備
期
間
を
か
け
て
１
９
９
２
年
に
再
建
さ
れ
た
首
里
城
に
は
、
年
間
約
３
０
０
万
人
が
世
界
遺
産

の
首
里
城
（
正
し
く
は
首
里
城
跡
）
を
一
目
見
よ
う
と
押
し
か
け
た
。
再
建
な
っ
た
首
里
城
は
ま
た
、
沖
縄
県
民
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里
城
は
残
骸
と
化
し
、
首
里
一
帯
は
腐
敗
し
た
死
体
が
悪
臭
を
放
ち
、
米
軍
全
軍
に
立
ち
入
り
禁
止
措
置
が
と

ら
れ
た
。

艦
砲
射
撃
で
退
路
を
断
つ

第
32
軍
地
下
司
令
部
壕
の
破
壊
作
戦
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
、
陸
上
部
隊
よ
り
は
、
戦
艦
、
駆
逐
艦
な
ど
の

艦
砲
射
撃
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、「
戦
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
圧
倒
的
火
砲
が
、
首
里
城
を
瓦が

礫れ
き

化
さ
せ
た＊
３

」 

と

戦
果
が
称た

た

え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
地
下
司
令
部
壕
や
首
里
一
帯
の
陣
地
を
脱
出
し
た
兵
士
ら
に
、
追
撃
を
加
え
た
の
が
戦
艦
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
な
ど
で
あ
る
。
偵
察
機
の
連
絡
を
受
け
、
５
月
26
日
、
戦
艦
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
3
隻
は
、
南
部
へ
の
退
却

路
や
橋
を
目
掛
け
集
中
砲
撃
を
加
え
た
。
偵
察
機
か
ら
は
、
民
間
服
を
着
た
大
勢
の
日
本
兵
が
路
上
に
倒
れ
て

い
る
と
連
絡
が
入
っ
た
。
首
里
城
を
攻
め
る
第
１
海
兵
師
団
司
令
部
も
、
26
日
と
そ
の
翌
日
、
同
艦
に
感
謝
電

を
伝
え
て
い
る
。

「
今
日
（
27
日
）
の
午
後
の
迅
速
な
砲
撃
に
喜
び
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
お
か
げ
で
ニ
ッ
プ
ス
（
日
本
兵
）
野

郎
は
、（
民
間
人
に
化
け
）
着
物
姿
で
路
上
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
て
い
る＊
４

」

米
軍
が
見
た
の
は
、
艦
砲
射
撃
に
や
ら
れ
、
道
端
に
四
散
す
る
多
く
の
老
幼
婦
女
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

首
里
の
安
全
な
場
所
か
ら
戦
争
を
指
導
し
た
者
た
ち
は
、
今
度
は
追
わ
れ
る
身
と
な
り
南
部
へ
と
敗
走
し
た
。

人
が
人
で
な
く
な
っ
た
の
が
沖
縄
戦
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
の
日
本
軍
の
人
命
軽
視
主
義
、
米
軍
の
人

命
破
壊
主
義
の
戦
い
は
戦
争
で
し
か
示
し
得
な
い
人
間
の
仕
業
で
あ
っ
た
。

首
里
城
地
下
司
令
部
壕
の
実
体
解
明
を

首
里
城
を
陥
落
さ
せ
た
米
軍
は
た
だ
ち
に
壕
内
に
入
り
、
地
下
司
令
部
壕
を
調
査
し
た
。
そ
こ
に
は
焼
却
が

間
に
合
わ
ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
日
本
軍
情
報
書
類
が
山
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
た
。
重
要
記
録
類
は
、
た
だ
ち
に

米
本
国
に
送
付
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
情
報
担
当
者
は
、
部
内
で
号
外
を
出
し
て
狂
喜
し
た
。
あ
ま
り
に
も
精

巧
な
壕
の
構
造
に
驚
い
た
米
国
の
軍
事
史
研
究
家
は
、
自
給
自
足
の
仕
組
み
を
備
え
た
地
下
司
令
部
壕
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
塹
壕
シ
ス
テ
ム
を
越
え
て
い
る
と
評
価
し
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
生
活
空
間
は
、
軍
艦
の
居
住
区

と
全
く
同
じ
だ
と
述
べ
て
い
る＊

５

。

そ
し
て
戦
後
。

長
年
の
準
備
期
間
を
か
け
て
１
９
９
２
年
に
再
建
さ
れ
た
首
里
城
に
は
、
年
間
約
３
０
０
万
人
が
世
界
遺
産

の
首
里
城
（
正
し
く
は
首
里
城
跡
）
を
一
目
見
よ
う
と
押
し
か
け
た
。
再
建
な
っ
た
首
里
城
は
ま
た
、
沖
縄
県
民
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の
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
平
和
な
時
代
を
か
た
ど
る
鮮
や
か
な
朱
色
の
彩
色
が
人
目
を
引

い
た
。
だ
が
、
首
里
城
は
２
０
１
９
年
10
月
に
火
災
に
遭
い
再
び
消
失
す
る
不
幸
に
み
ま
わ
れ
た
。

首
里
城
が
燃
え
て
８
カ
月
が
経た

っ
た
２
０
２
０
年
６
月
、「
第
32
軍
司
令
部
壕
の
保
存
・
公
開
を
求
め
る

会
」
が
発
足
し
た
。
首
里
城
地
下
司
令
部
壕
の
意
味
を
問
う
市
民
運
動
が
、
初
め
て
立
ち
上
が
っ
た
。
同
会
の

幹
事
の
方
か
ら
首
里
城
の
実
体
に
つ
い
て
筆
者
は
意
見
を
求
め
ら
れ
、
押
し
入
れ
に
眠
っ
た
ま
ま
の
英
文
記
録

を
急
い
で
取
り
出
し
た
。
考
え
れ
ば
戦
後
80
年
近
く
、
誰
も
地
下
司
令
部
壕
の
中
枢
部
に
入
っ
た
こ
と
は
な
く
、

実
体
は
地
下
深
く
埋
も
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ
、
一
枚
一
枚
米
軍
記
録
や
資
料
を
読

み
返
す
作
業
が
続
い
た
。

そ
ん
な
中
、
米
軍
参
謀
会
議
の
日
誌
か
ら
、
米
軍
が
、
地
下
壕
に
こ
も
る
第
32
軍
司
令
部
と
住
民
救
出
に
関

わ
る
協
議
を
検
討
し
て
い
た
と
い
う
新
事
実
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
米
海
兵
隊
が
初
め
て
首
里
城
に
入
る
と
、

付
近
の
壕
か
ら
４
人
の
女
性
が
現
れ
た
と
米
側
記
録
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
２
人
は
英
語
が
話
せ
た
と
い
う
。
彼

女
ら
は
、
堂
々
と
タ
バ
コ
を
吸
い
な
が
ら
城
跡
の
残
骸
の
上
に
座
っ
て
い
た
と
も
あ
る
。
首
里
城
本
殿
が
い
つ

燃
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
証
言
が
あ
る
が
、
新
た
な
記
録
や
証
言
を
通
じ
て
月
日
が
特
定
で
き
た
こ
と

も
貴
重
な
発
見
だ
。
日
米
両
軍
の
記
録
を
読
み
込
み
、
照
合
し
て
初
め
て
地
下
司
令
部
壕
を
め
ぐ
る
新
た
な
事

実
が
見
え
て
き
た
。

現
在
沖
縄
県
の
第
32
軍
壕
調
査
が
続
い
て
お
り
、
爆
破
で
閉
じ
ら
れ
、
埋
も
れ
た
ま
ま
の
司
令
部
壕
も
、
あ

と
一
息
で
部
分
的
に
開
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
地
下
司
令
部
壕
を
開
放
す
る
の
は
、
当
時
の
第
32
軍
司
令

部
が
い
か
な
る
戦
争
を
仕
掛
け
、
そ
れ
が
内
外
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
証
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
泥
濘
の
中
に
棲せ

い

息そ
く

し
、
兵
士
や
住
民
を
死
に
追
い
や
っ
た
魑ち

魅み

魍も
う

魎り
よ
うの
実
態

を
暴
き
、
さ
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
は
嘘う

そ

や
偽
り
、
虚
飾
と
虚
勢
に
長た

け
た
軍
首
脳
部
が
生
き
永
ら
え
た
場
所
で
あ
る
。
民
間
人
や
兵
士
ら

の
叫
び
や
悲
し
み
を
無
視
し
続
け
、
死
を
も
っ
て
国
に
殉
ず
る
こ
と
を
最
高
の
美
徳
と
み
な
し
た
沖
縄
戦
指
導

者
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。
改
め
て
第
32
軍
首
里
城
地
下
司
令
部
壕
に
向
き
合
い
、
お
ご
り
た
か
ぶ
っ
た
当
時

の
司
令
部
壕
や
司
令
部
の
人
々
に
決
着
を
つ
け
、
復
元
さ
れ
る
首
里
城
と
共
に
首
里
台
地
を
平
和
の
聖
所
に
変

え
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
国
内
の
他
の
地
下
壕
で
は
、
長
野
県
の
「
松
代
大
本
営
」
や
神
奈
川
県
日
吉
の
「
連
合
艦
隊
司
令

部
」
等
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
戦
に
は
い
た
ら
ず
終
戦
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
32
軍
首
里
城
地

下
司
令
部
は
、
国
内
最
後
の
戦
闘
司
令
部
で
あ
っ
た
。
崩
壊
し
た
首
里
城
か
ら
追
わ
れ
る
よ
う
に
沖
縄
南
部
に

下
っ
た
司
令
部
も
、
壮
絶
な
最
期
を
迎
え
て
い
る
。

首
里
城
の
再
建
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
日
本
軍
が
な
ぜ
司
令
部
を
首
里
に
置
い
た
の
か
？　

地
下
司
令
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の
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
平
和
な
時
代
を
か
た
ど
る
鮮
や
か
な
朱
色
の
彩
色
が
人
目
を
引

い
た
。
だ
が
、
首
里
城
は
２
０
１
９
年
10
月
に
火
災
に
遭
い
再
び
消
失
す
る
不
幸
に
み
ま
わ
れ
た
。

首
里
城
が
燃
え
て
８
カ
月
が
経た

っ
た
２
０
２
０
年
６
月
、「
第
32
軍
司
令
部
壕
の
保
存
・
公
開
を
求
め
る

会
」
が
発
足
し
た
。
首
里
城
地
下
司
令
部
壕
の
意
味
を
問
う
市
民
運
動
が
、
初
め
て
立
ち
上
が
っ
た
。
同
会
の

幹
事
の
方
か
ら
首
里
城
の
実
体
に
つ
い
て
筆
者
は
意
見
を
求
め
ら
れ
、
押
し
入
れ
に
眠
っ
た
ま
ま
の
英
文
記
録

を
急
い
で
取
り
出
し
た
。
考
え
れ
ば
戦
後
80
年
近
く
、
誰
も
地
下
司
令
部
壕
の
中
枢
部
に
入
っ
た
こ
と
は
な
く
、

実
体
は
地
下
深
く
埋
も
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ
、
一
枚
一
枚
米
軍
記
録
や
資
料
を
読

み
返
す
作
業
が
続
い
た
。

そ
ん
な
中
、
米
軍
参
謀
会
議
の
日
誌
か
ら
、
米
軍
が
、
地
下
壕
に
こ
も
る
第
32
軍
司
令
部
と
住
民
救
出
に
関

わ
る
協
議
を
検
討
し
て
い
た
と
い
う
新
事
実
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
米
海
兵
隊
が
初
め
て
首
里
城
に
入
る
と
、

付
近
の
壕
か
ら
４
人
の
女
性
が
現
れ
た
と
米
側
記
録
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
２
人
は
英
語
が
話
せ
た
と
い
う
。
彼

女
ら
は
、
堂
々
と
タ
バ
コ
を
吸
い
な
が
ら
城
跡
の
残
骸
の
上
に
座
っ
て
い
た
と
も
あ
る
。
首
里
城
本
殿
が
い
つ

燃
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
証
言
が
あ
る
が
、
新
た
な
記
録
や
証
言
を
通
じ
て
月
日
が
特
定
で
き
た
こ
と

も
貴
重
な
発
見
だ
。
日
米
両
軍
の
記
録
を
読
み
込
み
、
照
合
し
て
初
め
て
地
下
司
令
部
壕
を
め
ぐ
る
新
た
な
事

実
が
見
え
て
き
た
。

現
在
沖
縄
県
の
第
32
軍
壕
調
査
が
続
い
て
お
り
、
爆
破
で
閉
じ
ら
れ
、
埋
も
れ
た
ま
ま
の
司
令
部
壕
も
、
あ

と
一
息
で
部
分
的
に
開
け
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
地
下
司
令
部
壕
を
開
放
す
る
の
は
、
当
時
の
第
32
軍
司
令

部
が
い
か
な
る
戦
争
を
仕
掛
け
、
そ
れ
が
内
外
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
証
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
泥
濘
の
中
に
棲せ

い

息そ
く

し
、
兵
士
や
住
民
を
死
に
追
い
や
っ
た
魑ち

魅み

魍も
う

魎り
よ
うの
実
体

を
暴
き
、
さ
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
は
嘘う

そ

や
偽
り
、
虚
飾
と
虚
勢
に
長た

け
た
軍
首
脳
部
が
生
き
永
ら
え
た
場
所
で
あ
る
。
民
間
人
や
兵
士
ら

の
叫
び
や
悲
し
み
を
無
視
し
続
け
、
死
を
も
っ
て
国
に
殉
ず
る
こ
と
を
最
高
の
美
徳
と
み
な
し
た
沖
縄
戦
指
導

者
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。
改
め
て
第
32
軍
首
里
城
地
下
司
令
部
壕
に
向
き
合
い
、
お
ご
り
た
か
ぶ
っ
た
当
時

の
司
令
部
壕
や
司
令
部
の
人
々
に
決
着
を
つ
け
、
復
元
さ
れ
る
首
里
城
と
共
に
首
里
台
地
を
平
和
の
聖
所
に
変

え
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
国
内
の
他
の
地
下
壕
で
は
、
長
野
県
の
「
松
代
大
本
営
」
や
神
奈
川
県
日
吉
の
「
連
合
艦
隊
司
令

部
」
等
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
戦
に
は
い
た
ら
ず
終
戦
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
32
軍
首
里
城
地

下
司
令
部
は
、
国
内
最
後
の
戦
闘
司
令
部
で
あ
っ
た
。
崩
壊
し
た
首
里
城
か
ら
追
わ
れ
る
よ
う
に
沖
縄
南
部
に

下
っ
た
司
令
部
も
、
壮
絶
な
最
期
を
迎
え
て
い
る
。

首
里
城
の
再
建
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
日
本
軍
が
な
ぜ
司
令
部
を
首
里
に
置
い
た
の
か
？　

地
下
司
令
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部
壕
の
役
割
や
構
造
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
？
　
米
軍
は
ど
う
地
下
司
令
部
壕
を
攻
略
し
た
の
か
？

こ
れ
ら
に
つ
い
て
日
・
米
軍
資
料
、
と
り
わ
け
米
海
軍
記
録
を
紐ひ

も

解と

き
、
首
里
城
台
地
で
い
か
な
る
戦
闘
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
近
年
南
西
諸
島
の
基
地
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ

れ
は
沖
縄
戦
の
根
の
と
こ
ろ
で
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
い
。
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